
－88－



イ
誤

答
例

配
誤

答
誤

答
誤

答
問

題
正

答
点

例
数

率
例

数
率

例
数

率

問
１

①
ａ

②
ｃ

③
ｄ

④
ｂ

２
①

ａ
②

ｄ
③

ｃ
④

ｂ
2
2

3
7.
3

①
ａ

②
ｃ

③
ｂ

④
ｄ

1
8

3
0
.
5

①
ａ

②
ｂ

③
ｃ

④
ｄ

6
1
0
.2

そ
の

他
1
3

2
2.

1

４

問
２

(
)
：

(
)

４
：

１
2
0

1
7.

2
２

：
３

1
7

1
4
.
7

２
：

１
1
1

9
.5

加
熱前

の
銅

の質
量

加
熱
後
に
で
き
る
物
質
の
質
量

＝
４

：
５

２

そ
の

他
6
8

5
8.

6

炭
酸

水
素

ナ
ト

リ
ウ

ム
が

分
解

し
，

化
学

変
化

を
誤

っ
て

い
1
0
3

4
9.

8
発

生
し

た
気

体
名

ま
た

4
6

2
2
.
2

分
解

と
書

か
れ

て
い

る
3
6

1
7
.4

問
３

二
酸

化
炭

素
と

水
蒸

気
が

発
生

し
て

２
る

も
の

は
理

由
が

書
か

れ
て

い
な

が
理

由
が

不
適

切
な

も
の

空
気

中
に

逃
げ

て
し

ま
っ

た
か

ら
。

（
化

合
，

還
元

，
酸

化
）

い
も

の

そ
の

他
2
2

1
0.

6

－89－



ウ 所 見

化合と分解における物質の変化やその量的な関係について理解しているかみようとした。

通過率 問１ 81.3％ 問２ 56.6％ 問３ 19.6％

問１ ガスバーナーの基本的な操作方法を身に付けているかみようとした。

通過率は81.3％であった。誤答のうち、②以降の操作手順を誤ったものがほとんどである。ガ

スバーナーの構造をもとに操作手順の理由を説明し、正しい使い方を身に付けさせることが大切

である。

問２ 化合における物質の変化やその量的な関係について理解しているかみようとした。

通過率は56.6％であった。誤答のうち 「４：１」が約２割を占め、加熱後の銅の質量と化合、

した酸素の質量の比を答えてしまったためと考えられる。また、様々な割合で書かれた比の解答

がみられ、グラフを正しく理解していない様子がうかがえる。

個々の生徒が実験の目的やねらいを理解し、実験結果をグラフに表したり、グラフから量的関

係など考察したりするような指導が必要である。

問３ 分解後に質量が減少した理由を、化学変化をもとに説明できるかみようとした。

通過率は19.6％と低かった。誤答としては、化学変化を化合、還元、酸化としたものが約５割

を占めた。発生した気体名または理由が書かれていないものが約２割、分解と理解はしているが

理由が不適切なものが約２割あった。物質の化学変化について化合、分解、酸化、還元、燃焼な

どの用語を整理しながら理解させることが大切である。
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ウ 所 見

状態変化にともなう物質の体積や質量の変化について理解しているかみようとした。

通過率 問１ (1)44.3％ (2)77.8％ 問２ 29.4％

問１ 実験の結果を適切にグラフに表せるかみようとした。また、実験の結果から融点を読み取るこ

とできるかみようとした。

(1)の通過率は、44.3％であった。誤答としては、測定値は正しく記入できているが，なめらか

な曲線で引けていないが52.5％、測定値を正しく記入できていないが38.1％で、あわせるとほぼ

９割を占めた。

グラフのかき方として、測定値を正しく記入し、測定値のなるべく近くを通るようななめらか

な曲線、あるいは直線を引くような基礎的な技能を習得させることが大切である。

(2)の通過率は、77.8％であった。与えられたデータを正しく理解し読み取る力を身に付けさせ

る指導が大切である。

問２ 状態変化によって体積は変化するが、質量は変化しないことを理解しているかみようとした。

通過率は、29.4％であった。誤答のうち、質量については正しく選択できているが，体積の変

化について誤りがあるものは40.2％、体積については正しく選択できているが，質量について誤

。 、 。りがあるものは26.7％であった また 体積と質量のいずれも誤っていたものは25.2％であった

状態変化によって物質の体積は変化するが質量は変化しないことを水やろうなどを用いた実験を

通して、生徒自らにその規則性を見出させることが大切である。
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ウ 所 見

凸レンズや水面における光の進み方について理解しているかみようとした。

通過率 問１ 72.2％ 問２ 35.1％ 問３ 63.0％

問１ 焦点距離について理解しているかみようとした。

通過率は72.2％であった。誤答としては 「焦点」としたものが約５割あった。焦点と焦点距、

離とを混同したためと考えられる。また 「集点」などの解答が見られた。基本的な用語は、適、

切に用いることができるように理解させることが大切である。

問２ 物体を凸レンズと焦点の間に置いたとき、凸レンズを通してみると拡大した虚像が見られるこ

とを理解しているかみようとした。

通過率は35.1％と低い結果となった。誤答としては 「エ」としたものが約６割 「ウ」とした、 、

ものが約４割あった。観察・実験を通して、物体が凸レンズの焦点より内側にあるときと外側に

あるときの像の見え方の違いについて、確実に理解させることが大切である。

問３ 全反射について理解しているかみようとした。

通過率は63.0％であった。誤答で最も多かったのは、「屈折したから。」であった。屈折角が

90°に達したとき全反射が起こることについて、理解できていないと考えられる。入射角を変化

させたときの光の反射や屈折などの現象については、観察・実験を通して体験的に理解させるこ

とが大切である。
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ウ 所 見

物体の運動を記録する実験を通して、物体にはたらく力と運動する物体の速さとの関係について理解

しているかみようとした。

通過率 問１ 25.6％ 問２ 27.5％ 問３ 30.4％

問１ 等速直線運動をしている物体にはたらく力について理解しているかみようとした。

通過率は25.6％であった。誤答として最も多かったのは 「ア」の58.5％であった。これは、小、

球が運動している方向には、力がはたらいていると捉えているための誤りと考えられる。

慣性の法則について、十分に理解させる必要がある。

問２ 物体の運動の記録を読み取って、平均の速さを求められるかみようとした。また、適切な単位を

用いることができるかみようとした。

通過率は27.5％であった。誤答として、単位は正しく書かれているが，数値に誤りがあるものが

74.3％であった。例えば、15 cm/秒、1.5 cm/秒のような位の誤りや、140 cm/秒、130 cm/秒のよ

うな目盛りの読み間違いによる誤りが多かった。

計算力を高め、単位まで含めた結果を表現できる能力を育成する必要がある。

、 。問３ 斜面の角度が大きいほど速さの変わり方が大きいことを 定性的に理解しているかみようとした

通過率は30.4％であった。誤答として最も多かったのは 「ウ」の51.9％であった。これは、小、

球の上りと下りの速さの変化が同じになることを理解していないための誤りと考えられる。

斜面の角度を変えて実験を行い、運動がどのように変化するかを見いださせたり、日常生活に見

られる運動の例と観察・実験の結果を関連付けて考察させたりすることにより、物体の運動の規則

性を理解させることが大切である。
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